静岡市立芹沢銈介美術館所蔵の魚皮衣について by 梶原 洋
55
Tohoku Fukushi University Serizawa Keisuke Art and Craft Museum Annual Report  Vol.5 (2013)
静岡市立芹沢銈介美術館所蔵の魚皮衣について
梶原　　洋


















Expedition	of	 the	American	Museum	of	Natural	History	 led	by	 the	 famous	anthropologist	F.	Boas.	Laufer's	ethnographic	
















































































































































































Fig.1 Hezhezu tribe. Left; A couple on a dog sledge, Right; 
Tanning fish skins
















































































衣 が1ya つ ま り 清 朝 の1両 で 取 引 さ れ て い た（ 佐 々 木　
1996：217）。芹沢資料が石田により樺太で購入されたこと
図3　a、b オロチ族の魚皮衣
Fig.3 Fish skin garments, Orochi tribe.
（Ivanov 1963: 416 fig.286-2,3）
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Fig.4 Bone knife for skinning fish (Sogboko)
図5　魚皮の剥ぎ取り。1988年筆者撮影
（ハバロフスク地方　サカチ・アリャン村ガーシャ遺跡）
Fig. 5 Skinning fish at Gasha, Sakachi Alyan village, Khabalovsk region, 1988. 
Photo by Kajiwara.
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Fig.7 Pinholes for hanging metal decorations at lower 
fringe of the fish skin garment.
図6　樺太アイヌ女子の服装
『北蝦夷分界余話』、九州大学デジタルアーカイブより
Fig. 6 Women’s garments of Karafuto Ainu, “Kitaezo 
Bunkai Yowa, Kyushu University Digita Archive.
図8　オロチ族衣服の下
げ飾り
Fig.8 Hanged metal 

























g を挟んで上下線対称的に位置する d と裏返し
の文様となっている。b と d の間には c が６個





























































Fig.9 Arrangements of decoration appliques and motifs.
① Upper decorations　② Center decorations
③ Lower decorations　④ Side decorations
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Fig.10 Noblewomen's garments of Qing dynasty.
a. Informal garment for queen. Wang and Gao 1988.
b. Dark purple garment. Wang and Zhou 2008.
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Plate 番号は Laufer 1902より
Fig.11 Major decoration motifs. Plate numbers correspond with the Laufer 1902 report.
図12　タイプ A のハラート（以下の資料はすべてナナイ族）
①ラウファー 1902 PlateXXVI-No.3（ニューヨーク自然史博物館蔵）、②イワノフ1963: 417 fig287 
Fig.12 Khalats (Garments), Type A: The following types are all from the Nanai.
① Laufer 1902; American Museum of Natural History, New York. ② Ivanov 1963
❶ ❷
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図13　タイプ B のハラート
①科学アカデミー極東支部歴史学・考古学・民俗学研究所博物館蔵、②ラウファー 1902図版 XXVIII の No.1ニューヨーク自然史博物館蔵
③芹沢資料、④オルチャ魚皮衣（ノボシビルスク、オクラードニコフ1981no.50）
Fig.13 Khalats（Garments）, Type B
① Institute of History, Ethnography and Archaeology, the Far East branch of Russian Academy of Science ② Laufer 1902 






① plate XXIX-4、② plate XXX-2、③ plate XXX-3、④ plate XXX-4、⑤ plate XXIX-2、⑥ plate XXX-3、⑦ plate XXXIII、
すべて Laufer1902より
Fig.14 Khalats（Garments）, Type C











































































① Smolyak 1984; fig.14-5b ② Laufer 1902 plate XXX
Fig.15 Khalats（Garments）, Type D
❶ ❷
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Type Ⅰ①～⑤ , Type Ⅱ⑥～⑧（①～④ , ⑥～⑧ Laufer 1902，
⑤ Tilke 1956; plate 96-9, 
⑨沈 Shen1988から。左図142西夏 Left, West Xia、
右図198清、雍正帝の時代 , Right, Qing dynasty, the emperor 
Yongzheng）
Fig.16 Classification of ceremonial side-decorations.
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ⅱ 　Atkinson は、アムール流域の旅行記の中で Mangoon 族（ウ
リチ族）が窓に魚皮を用いていると記している（Atkinson　
1860：486）。
ⅲ 　岩手県宮古市では、さまざまな鮭皮製品を特産品として売り
出している。
ⅳ 　筆者は韓国で作られた魚皮製の釣り用手袋製品を所有している。
ⅴ　いわゆるコート状の綿襖甲を意味しているのであろう。
ⅵ　ロシア、オムスク絵画芸術博物館では、同館所蔵の平沢屏山の
アイヌ絵コレクションを “Омская	Сэнсаци”	として2008年
刊行した。巻末の参考資料にロシア民族学博物館所蔵のサハリ
ンアイヌの子どもたちの写真が載せられているが、ニブヒに見
られたと同様の前ボタンの服を着た子供たちが写っている。（О
мский	Областной	Музей	2008、p.87右下写真）。子ども
たちは、右衽の着物風の衣服と前ボタンの服の二種類を着して
いる。林蔵の時代からほぼ百年後も同じような衣服がサハリン
で用いられていることに注目したい。
ⅶ　この証拠としてラウファーは、中国に近い民族ほど芸術性が
高くなり、逆の場合は、より美しさがなくなるという見解を述
べている（Laufer	前掲　p.7）。中でも中国から遠いギリヤーク
（ニブヒ）の芸術は貧弱で未発達だと断じた。
ⅷ　例えば両脇の下垂する帯状の文様帯についてみると、ラウ
ファーは、その上部にニワトリのモチーフを見出すが、明らか
に清朝の女性の衣服にも見られる文様帯の雲形を模倣している
ことがわかる。
ⅸ　いわゆるアイウシ文である。
ⅹ　形態や作り方が縄文貝塚から出土する骨箆に酷似する。素材
は、シカの中手骨を乾燥した後、横から縦長に半割し、両側の
壁状になった部分を取り去るために石器を加工するように打撃
で剥離し、さらに研磨により平滑にして板状にする。この平た
い板状の素材を用いて骨箆が作られる。さらにこの板状の半製
品を中央かたら半割すれば骨製の棒状の骨器、例えば骨針、銛、
尖頭器などを作ることができる。ナナイなどの使用例を参考に
すれば、縄文の骨箆も内水面に面した遺跡では、魚皮剥ぎに使
用された可能性がある。ただ、海棲の魚類（内水面で取られた
サケ類を除く）の魚皮利用例については筆者は承知していない。
ⅺ　1988年8月、筆者はアムール河のガーシャ遺跡でサカチ・アリャ
ン村のナナイ族の老婦人がナマズの皮を剥ぐのを実見した。
ⅻ　赫哲族は、魚皮の脂肪をとる際、鮭のハラコを魚皮の内面に塗
りつけ、放置して発酵した後、白土を塗ってからかき落とすと
いう方法を使用していた。これが古い方法であろう（Zhang	
and	Wang	2005：19）。
ⅹⅲ　佐々木やローン（2009）によれば、かつてサハリンではニブ
ヒ族を中心とする山丹交易が広く行われていて、ニブヒの商人
が直接顧客の村を訪れたり（佐々木　1998：685）、多数の民族
が住む特定の場所に市を開いたりする場合もある（Laufer	
1900：、ローン2009：268）。例えば、ナナイ族の魚皮製晴れ
着は、アムールのタルゴン村で製作されたものが、アムール河
口からサハリンまでの諸民族に愛用されていた（Smolyak	
1984：159）。
ⅹⅳ　中国の文様では、龍と鳳凰は同時に現れることがある（周、片
野　1991）。
ⅹⅴ　犬の皮が使われていた（Song	et	al	2004；16）。
ⅹⅵ　しかし、ウラジオストク研究所所蔵資料など19世紀末以降の
資料では、切伏の基盤は着色されていないものが多い。
ⅹⅶ　図のナナイ族のシャーマンの服には鏡などが多く吊り下げられて
いるので、芹沢資料も入手時にはそのようであった可能性もある。
ⅹⅷ　芹沢長介先生は、生前、静岡市立芹沢銈介美術館の白鳥学芸
員に別のものではないかとの考えを示されていたという。
ⅹⅸ　中国からの影響を重視する場合には、この鳥も含めて鳳凰の
可能性が高い。地域的な伝統を重視するとすれば水鳥であろう。
いずれにしてもニワトリの可能性は薄い。
ⅹⅹ　例えば王、周2008の p.79の黄色緙絲緞蝶恋花女氅衣や p.80
紫色暗紋綢地鑲辺氅衣、同 p.81紫綢地鑲辺氅衣に見ることが
できる。
ⅹⅹⅰ　鞢は、中国古代北方少数民族が帯などにつける佩としての金
属装飾である。更に古い時代には金属製の魚佩だった可能性も
あろう（Shen Congwen	1988　沈	從文　編著　1988）。
